
基山町基山町基山町

きやま 検索 No.47

∼ 歩きたくなる町・きやま ∼∼ 歩きたくなる町・きやま ∼

(表紙は、皮籠石付近)(表紙は、皮籠石付近)

昨年のJRウォーキング 1,257人参加昨年のJRウォーキング 1,257人参加
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意見書等の結果
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賛成は○、反対は×

１
，

３
４
４
万
円
の

基
山
中
パ
ソ
コ
ン
購
入
契
約
全
員
否
決

第
２
回
臨
時
会
が
７
月

日
に

30

開
催
さ
れ
た
︒
ま
た
第
３
回
定
例

会
が
９
月
９
日
に
開
会
し
︑

日
間

16

の
会
期
で
同
月

日
に
閉
会
し
た
︒

24

臨
時
会
で
議
論
さ
れ
た
基
山
中

学
校
パ
ソ
コ
ン
購
入
契
約
は
積
算

根
拠
の
あ
い
ま
い
さ
や
仕
様
書
そ

の
も
の
に
疑
義
が
あ
り
︑
公
募
型
指

名
競
争
入
札
の
あ
り
方
に
も
疑
問

が
残
っ
た
た
め
全
員
が
否
決
し
た
︒

町
長
︑
副
町
長
の
給
料

％
カ
ッ

10

ト
に
つ
い
て
は
︑
課
税
誤
り
の
責
任

と
し
て
町
長
は
３
カ
月
︑
副
町
長
は

１
カ
月
減
額
さ
れ
︑
総
額

万
８
︐

28

２
８
０
円
と
な
る
︒

平
成

度
決
算
認
定
に
つ
い
て

24
決
算
に
つ
い
て
は
決
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
審
査
が
行
わ
れ
た
︒

第

︑

号
議
案
は
全
員
賛
成
で
認

50

53

定
︑
第

︑

号
議
案
は
賛
成
多
数

51

52

で
認
定
さ
れ
た
︒

全
議
員

に
配
付

株
式
会
社
エ
ネ
リ
ン
ク

堀
川
紀
嗣

首
長
が
考
え
る
電
力
自
由
化
に
関
す
る
政
策

の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
を
求

め
る
。

電
力
自
由
化
に
関

す
る
陳
情

陳

情

採

択

(
全
員
賛
成
)

重
松
一
徳

議
員

品
川
義
則

議
員

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
と
地
方
自
治
体

の
安
定
的
な
行
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、

２
０
１
４
年
度
の
地
方
財
政
計
画
、
地
方
交

付
税
総
額
の
拡
大
を
求
め
る
。

地
方
財
源
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見

書

意
見
書

結

果

提

出

者

内

容

件

名

区
分

全
議
員

に
配
付

全
国
森
林
環
境
税

創
設
促
進
議
員
連
盟

会
長

板
垣
一
徳

森
林
の
公
益
的
機
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を
継
続
し
て
確
保
す
る

た
め
、﹁
石
油
石
炭
税
の
税
率
の
特
例
﹂
に
よ

る
税
収
の
一
定
割
合
を
森
林
面
積
に
応
じ
て

譲
与
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
関
す
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
。

｢
森
林
吸
収
財
源
対
策

及
び
地
球
温
暖
化
対
策

に
関
す
る
地
方
の
財
源

確
保
の
た
め
の
意
見
書

採
択
﹂
に
関
す
る
陳
情

に
つ
い
て

全
議
員

に
配
付

全
国
小
学
校
理
科
研
究
協
議
会

会
長

永
田

学

外
４
名

児
童
・
生
徒
た
ち
が
、
新
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ

た
観
察
・
実
験
授
業
を
十
分
に
で
き
る
よ
う
、
学

校
の
理
科
設
備
充
実
を
求
め
る
。
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に
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２
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土
砂
の
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に
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針
の
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行
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を
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。
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す
る
要
望
書
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第40号
議案

第41号
議案

第42号
議案

第43号
議案

第44号
議案

第45号
議案

第46号
議案

原案可決
倒壊等の事故や、犯罪及び火災等のおそれがある空き家等に対し
て、環境改善に向けての指導・勧告・補助・代執行等を行う。基山町空き家等の適正管理に

関する条例の制定について

第23号
議案
(継続審査)

結 果内 容議 案区 分

子ども・子育て支援に関する施策を調査審議するため、子ども・子育て支援法
（平成24年法律第65号）第77条第１項に規定する合議制の機関を設置する。

非常勤特別職の報酬及び費用弁償の項目に子ども・子育て会議委
員、住生活総合調査員を追加する。

地方税法の一部を改正する法律（平成25年法律第３号）により公的年金に係る個人住民税
の特別徴収の規定、及び延滞金の率が改定、また、特定公社債の利子等に係る利子所得が
新たに申告分離課税の対象とされたこと、株式等に係る譲渡所得等の申告分離課税制度
が上場株式分と一般株式分に改組されたこと等に伴い所要の規定の整備を行う。

地方税法の一部を改正する法律（平成25年法律第３号）により特定公社債の利子等に
係る利子所得が新たに申告分離課税の対象とされたこと、株式等に係る譲渡所得等の
申告分離課税制度が、上場株式分と一般株式分に改組されたこと等に伴い、国民健康
保険税における所得割の算定における特例について所要の規定の整備を行う。

地方税法の一部を改正する法律（平成25年法律第３号）により延滞金の割
合が引き下げられることに鑑み、基山町国民健康保険高額療養費資金貸付
においても地方税法に準じて延滞金の割合の改定を行う。

地方税法の一部を改正する法律（平成25年法律第３号）により延滞
金の割合が引き下げられることに鑑み、基山町後期高齢者医療保険
においても地方税法に準じて延滞金の割合の改定を行う。

従前の予算に３億6,864万円を追加して、総額を57億8,997万円にす
る。

町長及び副町長の給料の特例
に関する条例の制定について

基山町子ども・子育て会議条
例の制定について

基山町非常勤特別職の報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正について

基山町税条例の一部改正につ
いて

基山町国民健康保険条例の一
部改正について

基山町国民健康保険高額療養費資
金貸付条例の一部改正について

基山町後期高齢者医療に関す
る条例の一部改正について

平成25年度基山町一般会計補
正予算（第３号）

第39号
議案

歳入：55億4,704万円、歳出：53億8,778万円
差引残額：１億5,926万円

平成24年度基山町一般会計歳
入歳出決算の認定について

第50号
議案

原案一部
修正可決

住民への周知を図るため、条例の施行を平成25年10月１日から平成
26年１月１日に改める。

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

固定資産税の課税誤りの責任として町長は３カ月、副町長は１カ月
給料10％総額288,280円を減額する。

歳入：３億8,796万円、歳出：３億7,564万円
差引残額：1,232万円

平成24年度基山町下水道特別会
計歳入歳出決算の認定について

第53号
議案

原案可決従前の予算に9,661万円を追加して、総額を22億9,931万円にする。
平成25年度基山町国民健康保
険特別会計補正予算（第３号）

第47号
議案

原案可決従前の予算に886万円を追加して、総額を１億9,859万円にする。
平成25年度基山町後期高齢者医
療特別会計補正予算（第１号）

第48号
議案

原案可決従前の予算に117万円を追加して、総額を３億5,178万円にする。
平成25年度基山町下水道特別
会計補正予算（第３号）

第49号
議案

原案認定

原案否決

地方自治法第96条第１項第８号の規定により予定価格700万円以上
の物品等の買い入れは議会の議決が必要なため、平成25年７月18日
公募型指名競争入札に付した基山中学校パソコン教室用パソコン
等について議会の議決を求める。

基山中学校パソコン教室用パ
ソコン等の取得について

第38号
議案
(臨時会)

原案認定
歳入：20億6,419万円、歳出：19億5,998万円
差引残額：１億421万円

平成24年度基山町国民健康保険特別
会計歳入歳出決算の認定について

第51号
議案

原案認定
歳入：１億8,946万円、歳出：１億8,567万円
差引残額：378万円

平成24年度基山町後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算の認定について

第52号
議案

原案認定

平成25年 第２回臨時会・第３回定例会 賛否表平成25年 第２回臨時会・第３回定例会 賛否表

課税誤り、町長・副町長給料課税誤り、町長・副町長給料課税誤り、町長・副町長給料
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防災・減災事業として町税に年間500円上乗せ

課
税
誤
り
で
町
長
及
び
副
町
長
の
給

料
減
額

問

町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
の
特
例
に

関
す
る
条
例
と
は
。

答

固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り
に
つ
い

て
︑
町
の
責
任
者
と
し
て
責
任
を
明

ら
か
に
し
︑
町
長
︑
副
町
長
の
給
料

削
減
を
平
成

年

月
１
日
か
ら
平

25

10

成

年

月

日
ま
で
給
料
月
額
に

25

12

31

分
の
１
を
乗
じ
た
額
を
減
額
す
る

10も
の
︒

問

固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り
で
職
員
に

対
す
る
指
導
に
つ
い
て
ど
う
対
応
す

る
の
か
。

答

研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
税
の
勉
強
や
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
り
危
機
管
理

を
徹
底
す
る
︒

基
山
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

問

条
例
の
設
置
目
的
は
。

答

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
制
定
を

ふ
ま
え
︑
町
が
実
施
す
る
子
ど
も
に

関
す
る
施
策
の
う
ち
調
査
・
審
議
す

る
機
関
と
し
て
設
置
す
る
︒

基
山
町
税
条
例
の
一
部
改
正

問

基
山
町
税
条
例
改
正
の
中
で
東
日
本

大
震
災
の
復
興
を
図
る
目
的
と
し
て

年
間
町
税
に
５
０
０
円
上
乗
せ
徴
収

さ
れ
る
が
、
町
民
は
わ
か
ら
な
い
。

ど
う
説
明
す
る
の
か
。

答

基
山
町
の
防
災
・
減
災
の
施
策
に
充

て
る
︒

開
田
・
小
林
線
道
路
改
良
事
業

問

当
初
予
算
の
計
画
も
な
く
道
路
改
良

事
業
に
着
手
す
る
が
、
そ
の
経
緯
は

な
に
か
。

答

平
成

年
に
地
元
の
要
望
や
平
成

17

23

年
に
町
民
提
案
制
度
に
よ
る
要
望
が

あ
っ
た
︒
地
元
の
土
地
提
供
が
あ

り
︑
緊
急
車
両
も
通
り
抜
け
が
出
来

な
い
現
状
を
解
決
す
る
た
め
行
う
工

事
で
あ
る
︒

商
業
活
性
化
事
業
臨
時
対
策
補
助
金

事
業

問

商
業
活
性
化
事
業
交
付
金
１
０
０
万

円
は
ど
う
使
わ
れ
る
の
か
。

答

町
内
商
店
が
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に

％
上
乗
せ
し
た
商
品
券
の
販
売
を

10す
る
も
の
で
あ
る
︒

使
わ
な
か
っ
た
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

基
金
１
８
０
万
円
は

問

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
基
金
へ
の
繰
戻

し
金
１
８
０
万
円
は
な
に
か
。

答

当
初
予
算
で
購
入
予
定
の
基
山
小
学

校
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
に
つ
い
て
町

民
か
ら
寄
附
が
あ
っ
た
た
め
１
８
０

万
円
繰
り
戻
し
を
し
た
︒

基
山
駅
前
駐
輪
場
増
設
は

問

駅
前
の
混
雑
の
緩
和
と
安
全
対
策
の

た
め
の
駐
輪
場
の
新
設
と
改
修
は
ど

う
な
る
の
か
。

答

新
た
に
駅
南
側
に
Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
用

地

㎡
を
借
用
し
て
︑
自
転
車
百
台

80
分
の
駐
輪
場
を
整
備
し
︑
現
状
の
北

側
駐
輪
場
も
改
修
す
る
︒

第３回定例会 議 案 審 議

▲浄水場西側から小林地区への道
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図図図図図図図図書書書書書書書書館館館館館館館館等等等等等等等等建建建建建建建建設設設設設設設設のののののののの概概概概概概概概要要要要要要要要 固固固固固固固固ままままままままるるるるるるるる図書館等建設の概要 固まる図書館等建設の概要 固まる
歳 出 図書館等基本設計業務委託料 1,633万円

一般会計の主な補正内容一般会計の主な補正内容

歳 入

・町税 法人税 3,407万円
優良法人の増加および徴収税率の見込み確定

・地方交付税 2億5,755万円
今年度分の額の確定 累計9億9,972万円

・県補助金（民生費県補助金）

1億1,357万円
たんぽぽ保育園改修に伴う安心子ども基金

・県補助金（農林水産業費県補助金）

150万円
45歳以下の新規就農者補助事業。年間150万円。

・基金繰入金（公共施設整備基金）

△2億1,700万円
繰越金決定による財源調整

・基金繰入金（ふるさと応援寄附基金）

△192万円
基山小学校ピアノを町民から寄付があり基

金への繰り戻し

・繰越金 1億3,340万円
平成24年度決算の確定による額の決定

平成25年度 一般会計 補正予算（第３号）

国民健康保険 特別会計 補正予算国民健康保険 特別会計 補正予算 後期高齢者医療 特別会計 補正予算後期高齢者医療 特別会計 補正予算

9,661万円を追加
予算総額 22億9,931万円

886万円を追加
予算総額 1億9,859万円

歳 出

・総務一般管理費 28万円
再度の課税誤りのため、町長・副町長の給料

を減額。町長22万6千円、副町長6万1千円

・基山駅前自転車駐輪場増設設計業務委託料

300万円
駅前の混雑緩和と安全対策のため、新たに駅前

南側に自転車100台分の駐輪場を借用する

・役場別館備品購入費 784万円
来年度から福祉関連施設の開設に備え家具

類650万円電化製品130万円を購入

・保育所緊急整備事業補助金 1億7,036万円
たんぽぽ保育園の改築を佐賀県安心子ども基金

を活用し、定数100名から140名に対する補助

・商業活性化事業臨時対策補助金ほか 120万円
町内商店街活性化支援のためのプレミアム商品券

発行ほか、モール商店街LED化事業に対する補助

・開田・小林線道路改良工事ほか

4,356万円
東部水道企業団浄水場西側から小林地区へ

の道路改良費及び設計業務委託料

図書館等基本設計業務委託料は建築面積1,100㎡、鉄筋コンクリート造、地上１階建をもとに算定。

業務委託料には土質調査300万円を含む。基本設計の積算は積み上げ方式計算を行っている。

3億6,864万円を追加 予算総額 57億8,997万円3億6,864万円を追加 予算総額 57億8,997万円

下水道 特別会計 補正予算下水道 特別会計 補正予算

117万円を追加
予算総額 3億5,178万円

歳入の主な内容

被保険者保険税の額の確定

高額医療費への交付金

収納率が高い自治体への交付金 ほか

歳出の主な内容

保険療養給付費負担金の増加 ほか

(第３号)(第３号) (第１号)(第１号)

(第３号)(第３号)



歳入総額
55億

4,704万円

町税
24億77万円
（43%）

繰入金
1億5,549万円
（3%）使用料手数料

9,656万円
（2%）

分担金負担金
8,818万円
（2%）

その他の収入
２億5,267万円
（5%）

地方交付税
11億3,113万円
（20%）

国庫支出金
4億2,337万円
（8%）

町　債
3億9,822万円
（7%）

県支出金
3億5,901
　  万円
  （6%）

その他交付金
2億4,161万円

（4%）

歳出総額
53億

8,778万円

民生費
15億6,875万円
（29%）

公債費
9億820万円
（17%）衛生費

6億8,893万円
（13%）

総務費
7億7,414万円
（14%）

教育費
4億6,616万円
（9%）

土木費
4億7,559万円

（9%）

消防費
2億5,317万円
（5%）

農林水産業費
6,865万円
（1%）

議会費
1億743万円
（2%） 　その他

7,672万円
（1%）

▲

自主財源
29億9,368万円
（54%）

依存財源
25億5,335万円
(46%)

町
で
ま
か
な
え

るお金

国
・
県

借
金
に
頼
る
お
金

・

グラフ内の各項目の金額は万円
未満を切り捨てをしているので
合計と総額は一致しない。

平成25年９月 6

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成22222222222222222224444444444444444444年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計決決決決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算算算算 55555555555555555555555555555555555555億億億億億億億億億億億億億億億億億億億円円円円円円円円円円円円円円円円円円円はははははははははははははははははははどどどどどどどどどどどどどどどどどどどううううううううううううううううううう使使使使使使使使使使使使使使使使使使使わわわわわわわわわわわわわわわわわわわれれれれれれれれれれれれれれれれれれれたたたたたたたたたたたたたたたたたたたのののののののののののののののののののかかかかかかかかかかかかかかかかかかか平成24年度一般会計決算 55億円はどう使われたのか平成24年度一般会計決算 55億円はどう使われたのか
決算特別委員会では、平成24年度一般会計と国民健康保険、後期高齢者医療、下水道の特別会計の決算につ

いて審査を行った。審査は、歳入歳出決算書、主要な施策の成果説明書、事業評価説明書から始まり歳入歳出

決算書の決算審査意見書及びその他資料に基づき行った。

7,0097,009
6,7416,741 6,5296,529

6,1356,135
6,8396,839

8,000

6,000

4,000

2,000

0

（百万円）

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

7,009 6,839 6,741 6,529
6,135

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

2,051 1,938
2,248

2,490 2,415

8,000

6,000

4,000

2,000

0

（百万円）

13.5

14.0

14.5

15.0

15.5

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

14.4 14.4
14.5

14.9

15.4

（％）

【実質公債費比率】
実質公債費比率とはその年の歳出の

中で、過去に行った借金の返済にま
わっている部分がどの程度の大きさか
を見るための指標で、この比率が18％
を超えた場合、地方債を発行するため
には国の許可が必要になるが、本町は、
地方債残高は減少しているにもかかわ
らず、実質公債費率は上がっており、
今後、計画されている図書館等の建設
に支障がでないように要望した。

【地方債残高】
平成20年度の基山小学校改築により地方債残高は増加し
たが、24年度末は20年度末と比べ８億7,332万円減少し、町
民１人当たり約35万円の借入金となった。また、平成24年
度の元利償還額は９億820万円だったが、そのうち利子支払
は１億1,574万円で割合は12.7％と高く、低金利の借り換え
による積極的な繰上償還を要望した。

【基金残高】
今後の図書館

建設や老朽化し
た施設の建て替
え等も見据えた
計画的な基金の
積み立てを要望
した。

地方債残高（一般会計) 基金残高（一般会計) 実質公債費比率



平成25年９月7

3億8,796万円 3億7,564万円

1億8,946万円 1億8,567万円

20億6,419万円 19億5,998万円

歳 入 歳 出

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

下 水 道 1,232万円

378万円

1億 421万円

差 引 額

平成24年度 特別会計決算

子どもの医療費助成事業

医療費助成費 3,723万円

小学校就学前の給付件数が大幅

に伸びており、受診のしやすさ、申

請手続きの不要などにより、保護

者の利便性や経済的負担の軽減に

向上が図られた。

塵芥不燃物収集運搬業務

業務委託料 9,180万円

ごみの収集・運搬は、住民生活に

欠かすことができない業務で、町

内全域をA・B２地区に分け、それ

ぞれ違う品目を収集することで比

較的円滑な作業ができている。

教育委員会主催事業委託料

事業委託料 487万円

より広く多くの方が文化的学習

の契機を得られるよう取扱い事業

の選定には、住民からの提案も含

め調整している。小中合同創作劇

「こころつないで」は12万6千円の

支出であった。

収集前の朝のごみ置き場基山町保健センター 基山町町民会館

平 成 24 年 度 主 な 事 務 事 業 の 評 価 説 明

●町民一人に使われたお金 306,825円（一般会計）

※平成25年３月31日現在の人口17,561人で計算

民生費

89,332円

児童、高齢者、障がい者
の福祉の推進など

議会費

6,118円

　
　

公債費

51,717円

これまでの施設整備など
で借りたお金の返済

衛生費

39,231円

ゴミ、し尿の処理や健康
増進事業など

総務費

44,083円

総務管理、財産管理、地
域振興、税務事務など

教育費

26,546円

学校の管理運営や施設整
備、生涯学習の推進など

土木費

27,082円

道路、公園、公営住宅
の整備など

消防費

14,417円

消防活動や救急業務など 議員報酬や議会運営など

農林水産業費

3,930円

農業、林業、畜産業など
の振興

その他

4,369円

商業、観光の振興および
災害復旧など
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基山小学校改築の元利償還始まる

歳
入
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

問

町
税
収
納
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

町
税
収
納
は
前
年
度
に
比
べ
て
９
︐

１
６
２
万
円
増
で
個
人
住
民
税
３
︐

２
０
２
万
円
︑
法
人
住
民
税
５
︐
９

６
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
︑
今
後
の

個
人
住
民
税
は
横
ば
い
状
態
に
な

る
︒

問

滞
納
繰
越
分
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答

佐
賀
県
滞
納
整
理
推
進
機
構
に
加
入

し
て
お
り
︑
徴
収
率
が
上
が
っ
て
い

る
の
で
収
納
率
も
上
が
っ
て
い
る
︒

滞
納
者
に
は
︑
現
年
分
か
ら
収
め
て

も
ら
い
滞
納
を
少
な
く
す
る
方
向
で

行
っ
て
い
る
︒

実
質
公
債
費
比
率
は
ど
う
な
る
の
か

問

平
成

年
度

・
９
％
か
ら
平
成

23

14

24

年
度

・
４
％
に
上
が
っ
た
理
由
は

15

な
に
か
。

答

基
山
小
学
校
改
築
の
元
利
償
還
が
始

ま
り
︑
町
の
借
金
の
指
標
と
な
る
実

質
公
債
費
比
率
が
ピ
ー
ク
と
な
り
︑

３
年
間
は
起
債
の
借
り
入
れ
を
し
な

く
て
も
高
い
ま
ま
の
見
込
み
で
あ

る
︒
図
書
館
等
建
設
の
起
債
に
よ
り

比
率
は
上
が
る
だ
ろ
う
が
︑
健
全
財

政
の
範
囲
内
で
あ
る
︒

学
童
の
交
通
安
全
対
策
は

問

平
成

年
度
に
通
学
路
等
の
危
険
箇

24

所
を
確
認
、
点
検
し
た
の
か
。

答

基
山
町
内
全
通
学
路
を
点
検
し
︑
危

険
な

箇
所
を
把
握
し
た
︒
そ
の
う

16

ち
３
箇
所
は
平
成

年
度
に
歩
道
帯

25

の
着
色
舗
装
を
行
う
︒

家
庭
用
合
併
浄
化
槽
設
置
に
対
す
る

補
助
実
績
は

問

家
庭
用
浄
化
槽
設
置
に
対
す
る
補
助

実
績
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

平
成

年
度
は
５
人
槽
３
件
︑
７
人

24

槽

件
︑

人
槽
１
件
で
あ
る
︒
申

17

10

請
は
全
て
対
象
と
な
っ
て
い
る
︒

基
幹
系
情
報
シ
ス
テ
ム
業
務
委
託
料

が
高
い
が

問

基
幹
系
情
報
シ
ス
テ
ム
業
務
委
託
料

の
金
額
が
高
い
の
は
な
ぜ
か
。

答

公
正
な
入
札
を
実
施
し
て
お
り
︑
業

務
委
託
料
は
近
隣
の
市
町
と
比
較
し

て
差
は
な
い
︒

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
業
務
委
託

問

福
祉
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
と
は
ど
う
い
う
も
の

か
。

答

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
家
に
86

台
を
設
置
し
︑
警
報
を
発
す
る
と
警

備
会
社
に
繋
が
り
警
備
員
が
自
宅
に

緊
急
出
動
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
︒

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
の
今
後
の

見
通
し
は

問

平
成

年
度
、

年
度
を
比
較
し
、

23

24

国
保
会
計
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

見
通
し
を
ど
う
考
え
る
か
。

答

平
成

年
度
に
広
域
化
に
移
行
し
て

29

い
く
途
中
段
階
で
タ
イ
ム
ラ
グ
︵
時

間
差
︶
等
も
あ
る
の
で
︑
一
概
に
数

字
上
で
の
判
断
は
難
し
い
︒

問

平
成

年
度
当
初
の
短
期
被
保
険
者

24

証
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答

短
期
被
保
険
者
証
は
１
３
８
世
帯
２

８
６
人
で
︑
ま
た
︑
資
格
証
は
３
世

帯
５
人
で
あ
る
︒

下
水
道
事
業
公
営
企
業
会
計
移
行
後

の
繰
入
れ
は

問

現
在
特
別
会
計
と
し
て
単
独
で
は
不

足
し
て
い
る
の
で
一
般
会
計
か
ら
繰

入
を
行
っ
て
い
る
が
公
営
企
業
会
計

移
行
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

移
行
後
も
一
般
会
計
か
ら
繰
入
は
あ

る
︒

決 算 特 別 委 員 会 審 査
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監
査
委
員

太
田

博
史

監
査
委
員

河
野

保
久

一
般
会
計
・
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
保
険
給
付

費
︵
医
療
費
の
負
担
︶
が
大
き
い
事
で
︑
全

国
的
に
財
政
状
況
が
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
︑
佐
賀
県
で
も

市
町
の
う
ち

20

10

市
町
で
赤
字
に
な
っ
て
い
る
︒

当
町
で
は
︑
保
険
給
付
費
が
前
年
よ
り

１
億

百
万
円
減
っ
た
と
い
う
事
も
あ

30

り
︑
実
質
収
支
で
１
億
４
百
万
円
の
黒
字

決
算
と
な
っ
た
︒

一
般
会
計
は
３
つ
の
特
別
会
計
に
繰
り

入
れ
を
行
っ
た
上
で
︑
一
般
会
計
自
体
も

実
質
収
入
で
１
億

百
万
円
の
黒
字
決
算

48

と
な
っ
た
︒

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
も
な

く
︑
一
般
会
計
と
３
つ
の
特
別
会
計
す
べ

て
で
黒
字
決
算
に
な
っ
た
と
い
う
事
は
︑

﹁
実
質
収
支
は
何
が
何
で
も
黒
字
に
す

る
︒﹂
と
い
う
﹁
財
政
運
営
の
基
本
は
確
保

で
き
た
︒﹂
と
評
価
で
き
る
︒

町
債
残
高
︵
借
入
金
︶

借
入
金
の
残
高
は
毎
年
順
調
に
減
少
し

て
お
り
︑
平
成

年
度
末
で
は

億

百

24

61

36

万
円
で

年
前
に
比
べ

億
円
減
少
し

10

10

た
︒
こ
れ
は
町
長
の
方
針
で
あ
る
財
政
健

全
化
に
向
か
っ
て
い
る
と
言
え
る
︒

１
人
当
た
り
の
借
入
金
は
３
６
８
千
円

︵
平
成

年
度
末
︶
で
︑
県
内
で
は
６
番
目

23

に
少
な
い
︒
全
国
的
に
見
て
も
多
い
と
は

言
え
な
い
が
︑
独
立
採
算
の
民
間
企
業
に

比
べ
る
と
︑
ま
だ
倍
以
上
多
い
︒

｢安
易
に
借
金
は
し
な
い
﹂
の
が
︑
財
政

健
全
化
の
鉄
則
で
あ
り
︑
今
後
も
町
債
の

発
行
は
極
力
抑
え
て
頂
き
た
い
︒

借
入
金
に
つ
い
て
は
︑
今
後
の
対
応
を

注
視
し
て
い
き
ま
す
︒

公
有
財
産
の
有
効
利
用

公
有
財
産
は
本
来
︑﹁
住
民
福
祉
を
実
現

す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
利
用
す
る
た
め

に
所
有
す
る
も
の
﹂
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒

で
す
か
ら
﹁
将
来
の
利
用
計
画
の
な
い
ま

ま
所
有
し
続
け
る
の
は
︑
止
め
る
べ
き
だ
﹂

と
考
え
ま
す
︒

財
源
確
保
の
１
つ
の
手
段
と
し
て
︑﹁
未

利
用
地
の
売
却
等
の
処
分
﹂
や
﹁
公
有
施

設
の
貸
付
﹂
に
つ
い
て
も
検
討
願
い
た
い
︒

民
間
企
業
に
移
転
す
れ
ば
︑
今
ま
で
の
維

持
管
理
費
は
要
ら
な
く
な
り
︑
固
定
資
産

税
等
も
永
久
的
に
入
っ
て
く
る
事
に
な

る
︒

補
助
金
の
交
付

補
助
金
と
し
て
︑
１
億

百
万
円
交
付

54

し
て
い
る
が
︑
交
付
し
て
い
る
多
く
の
団

体
で
﹁
事
業
の
成
果
﹂
の
説
明
を
求
め
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
︒

補
助
金
は
交
付
す
る
こ
と
が
目
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
︒
そ
の
﹁
補
助
事
業
は
何
の

た
め
に
行
う
の
か
︒﹂﹁
成
果
は
何
か
﹂
を

評
価
の
基
本
に
置
か
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
︒
そ
う
す
る
こ
と
で
︑
手
段
と
し
て
の

補
助
金
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
の
が
分

か
る
と
考
え
ま
す
︒

特
に
永
年
継
続
し
て
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
︑
事
業
の
成
果
・

目
的
の
確
認
を
お
願
い
し
た
い
︒

委
託
料
の
見
直
し

平
成

年
度
は
委
託
料
と
し
て
︑
４
億

24

百
万
円
支
払
わ
れ
て
い
る
︒
委
託
料
の

59見
直
し
の
結
果
︑﹁
見
積
内
容
を
厳
格
に
査

定
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
相
当
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
な
っ
た
︒﹂
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
っ

た
︒次

の
委
託
先
と
の
契
約
更
新
時
に
は
契

約
内
容
を
よ
く
理
解
し
︑﹁
仕
事
の
品
質
確

保
の
上
で
︑
ど
う
し
た
ら
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

で
き
る
か
︒﹂
を
委
託
先
と
協
働
で
研
究
・

協
議
を
し
て
頂
き
た
い
︒

借
入
金
の
利
子

平
成

年
度
に
１
億
４
百
万
円
の
町
債

24

︵
借
入
金
︶
の
繰
上
償
還
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
︑
将
来
支
払
う
予
定
の
利
子

百
21

万
円
が
節
約
で
き
ま
し
た
︒

繰
上
償
還
に
充
て
る
た
め
の
減
債
基
金

を
増
額
し
︑
更
な
る
繰
上
償
還
の
実
行
を

検
討
願
い
た
い
︒

決
算
資
料
の
活
用

決
算
の
目
的
は
﹁
１
年
間
の
行
政
実
績

を
明
確
に
捉
え
︑
予
算
と
対
比
し
︑
そ
の

適
否
を
検
討
し
︑
将
来
の
財
政
計
画
の
資

料
と
す
る
︒﹂
と
考
え
ま
す
︒

決
算
の
分
析
結
果
を
︑
次
年
度
の
予
算

編
成
に
ど
う
活
か
し
た
か
を
︑
予
算
特
別

委
員
会
で
説
明
す
る
こ
と
を
習
慣
に
す
べ

き
と
考
え
ま
す
︒

複
式
簿
記
会
計
導
入
の
提
案

総
務
省
は
﹁
民
間
企
業
並
み
の
複
式
簿

記
を
５
年
以
内
に
完
備
す
る
よ
う
取
り
組

み
を
お
願
い
す
る
︒﹂
と
し
て
い
る
︒

複
式
簿
記
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
︑
財
政
破
綻
の
防
止
﹂︑﹁
コ
ス
ト
意
識

の
向
上
﹂︑﹁
財
政
状
態
の
正
確
な
把
握
﹂︑

﹁
住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
﹂
等
が
あ

る
︒
本
町
の
会
計
制
度
改
革
に
向
け
て
複

式
簿
記
会
計
の
導
入
を
提
案
し
ま
す
︒

※
決
算
審
査
意
見
書
の
全
文
は
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

表
し
て
い
ま
す
︒

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

▲意見書を小森町長(左)に手渡す太田監査委

員(右)と河野監査委員(中)
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継
続
審
査
に
な
っ
て
い
た
﹁
空
き
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
﹂
を
一
部
修
正
し

て
可
決
し
た
︒

審
査
の
過
程
で
問
題
に
な
っ
た
の
が
︑
補

助
金
交
付
と
代
執
行
の
２
点
だ
っ
た
︒

補
助
金
交
付
は
︑
町
内
外
を
問
わ
ず
︑
地

方
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
に
滞
納
が
な

く
︑
非
課
税
の
世
帯
で
基
山
町
内
に
危
険
な

空
き
家
等
を
所
有
す
る
者
に
対
し
て
︑
撤
去

費
用
と
し
て
︑
最
高

万
円
を
補
助
す
る
︒

50

代
執
行
は
︑
危
険
な
空
き
家
等
に
対
し
て

撤
去
の
勧
告
等
を
行
っ
て
も
履
行
さ
れ
な
い

場
合
︑
行
政
が
代
執
行
を
し
て
︑
そ
の
費
用

を
徴
収
す
る
手
続
き
だ
が
︑
県
な
ど
と
協
議

を
行
う
︒

町
民
等
へ
周
知
す
る
た
め
に
︑
平
成

年
26

１
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
一
部
修
正
を
し
︑

可
決
し
た
︒

基
山
駅
前
に
駐
輪
場
を
増
設

駅
前
の
混
雑
緩
和
と
安
全
対
策
の
た
め

に
︑
駅
前
南
側
に
自
転
車
１
０
０
台
の
駐
輪

場
を
新
設
す
る
︒
ま
た
︑
北
側
駐
輪
場
も
改

修
す
る
︒

委
員
会
で
は
︑
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
修

を
含
め
駅
前
の
整
備
を
要
望
し
た
︒

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園
の
改
築

佐
賀
県
の
保
育
所
緊
急
整
備
事
業
を
活
用

し
て
︑
定
数
を

名
増
の
１
４
０
名
に
す
る

40

た
め
に
改
築
工
事
を
行
う
︒

補
助
対
象
事
業
は
２
億
２
︐
７
１
５
万
円

で
︑
佐
賀
県
が
４
分
の
２
︑
基
山
町
が
４
分

の
１
︑
事
業
者
負
担
が
４
分
の
１
︒
完
成
は

平
成

年

月
頃
︒

26

12

委
員
会
で
は
︑
基
山
町
保
育
行
政
の
全
体

構
想
や
町
立
基
山
保
育
園
の
改
修
計
画
も
策

定
す
る
よ
う
に
要
望
し
た
︒

大
規
模
な
道
路
改
修
等
は
当
初
予

算
に
計
上
を
要
請

開
田
・
小
林
線
の
工
事
は
︑
当
初
計
上
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
︒
大
規
模
な
改
修
工
事
は

当
初
予
算
や
年
次
事
業
計
画
を
計
上
す
る
よ

う
に
要
望
し
た
︒

町
は
図
書
館
等
建
設
検
討
委
員
会
の
答
申

を
受
け
︑
２
回
に
わ
た
っ
て
町
民
と
の
意
見

交
換
を
行
い
︑
図
書
館
等
の
建
設
予
定
地
を

基
山
小
学
校
前
の
中
央
公
園
に
決
定
し
た
︒

委
員
会
審
査
に
町
長
の
出
席
を
求
め
︑
図

書
館
建
設
に
対
す
る
考
え
を
質
し
た
︒

新
図
書
館
等
の
基
本
設
計
の
概
要
は
︑
建

築
面
積
１
︐
１
０
０
㎡
︵
図
書
館
ス
ペ
ー
ス

１
︐
０
０
０
㎡
︑
歴
史
資
料
展
示
ス
ペ
ー
ス

１
０
０
㎡
︶︑
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
︑
地
上

１
階
建
︒

補
正
予
算
と
し
て
︑
基
本
設
計
費
１
︐
３

３
４
万
円
︵
積
み
上
げ
方
式
計
算
で
算
出
︶︑

土
質
調
査
費
３
０
０
万
円
︑
設
計
支
援
業
務

費
５
２
２
万
円
︒
基
本
設
計
業
者
は
︑
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
選
択
し
︑
設
計
支
援
業
務

委
託
は
建
設
予
定
地
測
量
︑
周
辺
環
境
調
査

基
本
設
計
成
果
品
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
︒

な
お
︑
現
時
点
で
の
建
設
工
事
見
込
額
は

４
億
６
︐
２
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
︒

中
学
校
に
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー

タ
ー
活
動
日
追
加

基
山
中
学
校
に
︑
４
月
か
ら
配
置
さ
れ
て

い
た
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
日
を

当
初
の
１
０
０
日
に

日
追
加
す
る
︒
こ
の

63

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
タ
ー
は
警
察
Ｏ
Ｂ
で
︑

登
校
時
か
ら
下
校
時
ま
で
の
間
︑
校
内
の
見

回
り
や
交
通
安
全
の
指
導
を
行
う
︒

基
肄い

城
の
歴
史
を
イ
ラ
ス
ト
副
読

本
で
学
習

基
肄い

城
の
歴
史
に
つ
い
て
︑
イ
ラ
ス
ト
を

使
い
︑
わ
か
り
や
す
い
親
し
み
の
も
て
る
副

読
本
を
３
万
部
作
成
す
る
︒
平
成

年
度
開

27

催
の
山
城
サ
ミ
ッ
ト
︑
基
肄い

城
築
城
１
３
５

０
年
祭
な
ど
に
来
場
し
た
子
ど
も
た
ち
を
中

心
に
無
料
で
配
付
さ
れ
る
︒

空
き
家
等
の
適
正
管
理
条
例
︑
可
決

空
き
家
等
の
適
正
管
理
条
例
︑
可
決

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

新
図
書
館
等
建
設
は
中
央
公
園
内
に

新
図
書
館
等
建
設
は
中
央
公
園
内
に

総
務
文
教
常
任
委
員
会

▲基山駅前の駐輪場予定地を視察

▲現図書館受付付近
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11人が町政を問う

一般質問

町議会ホームページ
http://www.town.kiyama.lg.jp/site/gikai/

　一般質問とは、議員が町政について自由に質
問をすることをいいます。質問する項目は事前
に通告します。基山町議会では、時間内であれ
ば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答
方式」を採用しています。
　本議会の様子はUSTREAM（ユーストリー
ム）で試験的に配信しています。視聴方法等は
町議会ホームページをご覧ください。

（傍聴者 延べ100人）

問

道
路
改
良
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

メ
リ
ッ
ト
は
災
害
時
に

２
方
向
避
難
が
で
き
る
こ

と
︒
福
岡
方
面
の
出
入
り
の

利
便
性
の
向
上
︒
団
地
内
の

交
通
量
の
分
散
︒
デ
メ
リ
ッ

ト
は
騒
音
︑
交
通
事
故
の
発

生
に
影
響
が
出
る
︒

問

賛
成
が
多
数
派
と
い
う

見
解
か
。

答

賛
成
と
い
う
こ
と
も
か

な
り
あ
る
と
思
っ
て
い
る
︒

問

地
元
の
合
意
な
し
に
建

設
す
べ
き
で
な
い
。
け
や
き

台
住
民
の
民
意
を
つ
か
む
た

め
に
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提

案
す
る
。

答

意
見
交
換
会
を
し
て
い

る
︒
大
き
な
問
題
だ
︒
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
住
民
投
票
に
も

な
る
と
思
う
が
︒
各
区
の
意

見
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

ら
れ
た
ら
思
う
︒

要
望

反
対
︑
賛
成
︑
条
件

け
や
き
台
道
路
開
通

ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
案

問

町
道
白
坂
久
保
田
２
号

線
開
通
に
向
け
て
け
や
き
台

住
民
等
の
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
延
べ
３
３
２
人
の
参
加

が
あ
っ
た
が
、
道
路
改
良
の

目
的
は
何
か
。

答

基
山
町
総
合
計
画
に
よ

る
主
要
幹
線
道
路
白
坂
久
保

田
２
号
線
の
行
き
止
ま
り
の

解
消
で
あ
る
︒

問

住
民
の
理
解
は
得
ら
れ
た
か

答

合
意
で
き
た
と
は
思
っ
て
い
な
い

松
石

信
男
議
員

付
き
賛
成
な
ど
意
見
が
分
か

れ
て
い
る
︒
緊
急
性
も
な
い

な
か
で
︑
９
月
末
と
も
言
わ

れ
る
事
業
の
可
否
を
決
定
す

る
の
は
無
理
が
あ
る
︒
合
意

を
求
め
て
更
な
る
協
議
を
求

め
る
︒

小
中
学
校
へ
エ
ア
コ
ン
設
置
を

問

今
年
の
夏
は

度
以
上

35

の
猛
暑
日
が
観
測
史
上
最

多
。
熱
中
症
急
増
、
鳥
栖
市

内
の
中
学
校
か
ら
４
人
運
ば

れ
て
い
る
。
学
校
現
場
か
ら

﹁
と
に
か
く
暑
い
、
熱
中
症

に
な
る
の
で
は
と
心
配
。
近

隣
の
学
校
︵
み
や
き
町
、
神

埼
市
な
ど
︶
で
は
冷
房
が
あ

る
が
基
山
小
中
学
校
は
な

い
。
テ
ス
ト
は
町
民
会
館
で

し
て
い
る
﹂
と
の
声
が
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守

り
、
学
習
環
境
の
整
備
の
た

め
に
小
中
学
校
へ
太
陽
光
発

電
に
よ
る
エ
ア
コ
ン
の
設
置

を
提
案
す
る
。

答

子
ど
も
は
鍛
え
て
頑
張

れ
と
も
思
う
︒
財
政
的
な
も

の
あ
る
︒
太
陽
光
と
い
う
の

は
面
白
い
︒
教
育
委
員
会
と

も
協
議
し
て
い
く
︒

▲行き止まりのけやき台道路
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認
知
症
に
対
す
る
具
体
策

問

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講

座
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る

の
か
。

答

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

児
童
を
対
象
に
キ
ッ
ズ
養
成

講
座
を
実
施
︒
町
職
員
の
講

座
も
開
催
︒
各
区
単
位
の
実

施
や
事
業
所
等
を
対
象
に
し

た
取
組
み
を
検
討
す
る
︒

問

｢
ま
ち
で
み
ん
な
で
認

知
症
を
つ
つ
む
｣

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
具
体
化
は
。

答

単
独
で
は
考
え
て
い
な

い
︒

月

日
の
介
護
の
日

11

11

の
イ
ベ
ン
ト
で
の
講
演
会
等

を
考
え
て
い
る
︒

問

重
度
な
徘
徊
症
状
の
方

へ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
実
費
補
助
は

検
討
で
き
な
い
か
。

答

利
用
者
ニ
ー
ズ
等
参
考

に
し
て
検
討
す
る
︒

未
整
理
出
土
品
コ
ン
テ
ナ

を
ど
う
す
る
の
か

問

屋
外
保
管
の
コ
ン
テ
ナ

の
整
理
保
管
を
す
ぐ
行
え
。

答

新
図
書
館
完
成
後
︑
現

在
の
資
料
館
を
利
用
す
る
︒

答

現
在
は
駅
前
広
場
か
ら

す
ぐ
急
な
階
段
に
な
っ
て
い

る
︒
駅
前
広
場
か
ら
の
の
り

面
を
利
用
し
︑
な
だ
ら
か
な

ス
ロ
ー
プ
を
新
た
に
設
置
す

る
こ
と
で
あ
る
︒

問

今
後
、
実
現
へ
向
け
て
、

ど
う
し
て
い
く
つ
も
り
か
。

答

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向

け
た
協
議
会
を
立
ち
上
げ
︑

平
成

年
度
中
に
具
体
的
計

26

画
を
と
り
ま
と
め
る
︒
住
民

の
理
解
・
協
力
を
お
願
い
す

る
︒

問

け
や
き
台
駅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
要
望
を
県
・
Ｊ

Ｒ
へ
提
出
し
て
か
ら
現
在
ま

で
の
経
過
を
示
せ
。

答

４
月
５
日
に
提
出
後
５

月

日
に
担
当
者
間
で
意
見

16
交
換
を
行
い
︑
７
月
９
日
に

Ｊ
Ｒ
九
州
本
社
及
び
九
州
運

輸
局
を
訪
問
し
︑
要
望
内
容

の
詳
細
を
説
明
し
た
︒

問

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
要

望
と
し
て
取
上
げ
た
理
由
は
。

答

社
会
状
況
が
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
支
援
す
る
方

向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と

と
︑
利
用
者
の
大
半
が
高
齢

化
を
む
か
え
る
の
で
︑
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
必
要
と
判
断

し
た
た
め
で
あ
る
︒

問

通
路
ま
で
の
の
り
面
を

ス
ロ
ー
プ
化
す
る
と
は
。

問
け
や
き
台
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

答

ま
ず
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る

河
野

保
久
議
員

▲けやき台駅入口の急な階段

移
行
に
つ
い
て
、
利
用
者
数

の
現
状
と
施
設
入
所
者
希
望

者
数
は
何
人
。

答

平
成

年
３
月
現
在
施

25

設
利
用
者

人
︑
在
宅
サ
ー

65

ビ
ス
利
用
者
５
６
７
人
︑
施

設
入
所
希
望
者
は
東
部
老
人

福
祉
圏
で
は
３
４
１
人
と

な
っ
て
い
る
︒

認
知
症
施
策
の
取
り
組
み

問

｢
認
知
症
施
策
推
進
５

か
年
計
画
﹂
の
進
捗
状
況
は
。

答

町
の
役
割
は
︑
地
域
に

お
け
る
認
知
症
の
日
常
生

活
・
家
族
支
援
で
あ
る
︒
具

体
的
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

育
成
を
広
域
圏
組
合
︑
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
︑
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
等
と
連
携

し
︑
サ
ポ
ー
タ
養
成
講
座
を

実
施
し
て
い
る
︒

後
の
目
標
値
は
。

答

平
成

年
度
約

％
︑

24

37

年
度
７
月
末
で

％
だ
︒

25

30

目
標
値
は

年
度

％
︑

25

40

26

年
度

％
︑
最
終
の

年
度

45

29

は

％
を
目
指
し
て
い
る
︒

60
問

国
保
の
都
道
府
県
単
位

化
の
進
捗
状
況
と
基
山
町
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

平
成

年
８
月

日
の

25

21

閣
議
決
定
で
は
︑
平
成

年
29

度
を
め
ど
に
県
が
担
う
こ
と

を
基
本
に
す
る
こ
と
に
な
る
︒

メ
リ
ッ
ト
は
︑
町
の
国
保
世

帯
は
２
︐２
０
０
世
帯
だ
が
︑

県
全
体
で
は
約

万
世
帯
な

12

の
で
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
︒
デ
メ
リ
ッ
ト
は
具
体

的
に
提
示
さ
れ
て
い
な
い
︒

介
護
保
険
政
策

問

政
府
は
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
、
介
護
分
野
の
方

針
を
﹁
在
宅
介
護
・
居
住
系

サ
ー
ビ
ス
強
化
﹂
﹁
介
護
予

防
・
重
度
化
予
防
﹂﹁
認
知
症

対
応
の
推
進
﹂
を
掲
げ
た
。

施
設
介
護
か
ら
在
宅
介
護
の

国
民
健
康
保
険
事
業
は
大

丈
夫
か

問

国
保
事
業
の
運
営
状
況

と
今
後
の
見
通
し
は
。

答

平
成

年
度
に
税
率
を

20

上
げ
て
以
降
︑
黒
字
を
維
持

し
て
い
る
︒
今
年
度
は
医
療

費
が

％
上
が
っ
て
い
る
︒

10

こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
平
成

年
度
は
赤
字
に
な
る
の
で
︑

26平
成

年
度
か
ら
新
し
い
税

27

率
で
行
か
ざ
る
を
得
な
い
︒

問

医
療
費
抑
制
を
目
的
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普

及
促
進
を
し
て
い
る
が
、
成

果
は
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

答

使
用
割
合
は
７
月
末
︑

医
薬
品
数

％
以
上
︑
薬
剤

50

額

％
︒
月
額
で
薬
剤
費
１

35
２
０
万
円
減
︑
保
険
給
付
費

１
０
０
万
円
減
の
効
果
が

あ
っ
た
︒

問

疾
病
予
防
対
策
の
特
定

健
診
の
受
診
率
の
現
状
と
今

問

国
保
税
の
見
直
し
は
何
年
か
ら

答

平
成

年
度
か
ら
新
し
い
税
率

27

品
川

義
則
議
員

1 2 3 4 5 6 7 9 12（月）108 11

110,000
（千円）

105,000
100,000
95,000
90,000
85,000
80,000
75,000
70,000
65,000
60,000

平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

▲国保療養給付費の年度別推移
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組
む
の
か
、
今
後
の
対
応
策

を
述
べ
よ
。

答

県
の
関
係
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
︑
現
地
測
量
と
対

象
面
積
︑
雨
量
に
応
じ
た
沈

砂
地
も
含
め
た
復
旧
計
画
書

の
作
成
を
す
る
よ
う
当
事
者

に
指
導
す
る
︒

農
業
の
現
状
と
課
題

問

総
農
家
・
専
兼
業
別
農

家
数
は
。

答

２
０
１
０
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
の
結
果
で
は
︑
総
農

家
２
５
７
戸
で
販
売
農
家
数

の
う
ち
︑
専
業
農
家
数
は
19

戸
で
兼
業
農
家
は

戸
︒

74

問

平
成

年
度
の
水
田
減

24

反
実
績
は
。

答

目
標
転
作
率

・
３
％

39

に
対
し
転
作
実
績

・
８
％

40

で
目
標
よ
り
減
反
率
が
高
い
︒

要
望

非
販
売
農
家
数
も
63

％
で
︑
１
戸
当
た
り
の
作
付

面
積
が
少
な
い
︒
転
作
率
を

問

搬
入
土
砂
の
土
壌
検
査

及
び
雨
天
時
流
出
し
て
い
る

表
面
水
の
河
川
水
質
検
査
等

は
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答

実
施
し
て
な
い
︒
今
後

県
と
協
議
し
な
が
ら
当
時
者

に
対
し
︑
土
壌
検
査
・
河
川

水
質
検
査
等
実
施
す
る
よ
う

指
導
す
る
︒

問

大
量
に
搬
入
さ
れ
た
土

砂
が
大
雨
時
に
崩
壊
の
恐
れ

が
あ
る
。
防
災
上
ど
う
取
り

問

小
松
地
区
の
土
砂
災
害
防
止
は

答

復
旧
計
画
書
の
作
成
を
指
導

木
村

照
夫
議
員

緩
和
し
て
ほ
し
い
︒
減
反

オ
ー
バ
ー
分
は
加
工
米
︑
飼

料
米
に
転
換
す
べ
き
で
あ

る
︒
水
田
に
作
付
け
す
る
と

耕
作
放
棄
地
も
減
少
す
る
︒

問

県
が
進
め
て
い
る
﹁
食

と
農
の
振
興
計
画
﹂
の
実
状

況
と
課
題
は
。

答

平
成

年
度
よ
り
マ
コ

20

モ
タ
ケ
を

ア
ー
ル
生
産
︑

19

販
売
し
て
い
る
︒
町
は
県
平

均
よ
り
も
第
二
種
兼
業
農
家

の
占
め
る
割
合
が
高
く
高
齢

化
が
進
行
し
︑
将
来
的
な
地

域
農
業
の
担
い
手
確
保
が
大

き
な
課
題
︒

橋
り
ょ
う
の
整
備
は

問

年
以
上
経
過
し
た
橋

30

り
ょ
う
は
あ
る
の
か
。

答

年
以
上
が

橋
︑

30

43

30

年
未
満
が

橋
︑
不
明
が

21

36

橋
で
あ
る
︒

問

点
検
、
整
備
の
実
施
状

況
は
。

答

平
成

年
度
に
管
理
し

21

て
い
る
全
橋
︵
１
０
０
橋
︶

を
目
視
に
よ
る
点
検
実
施
済

み
︒
本
年
度
策
定
す
る
橋
梁

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
︑

整
備
を
進
め
て
い
く
︒

の
補
強
な
し
で
可
能
で
は
な

い
か
。
大
木
町
は
３
段
の
低

開
架
で
既
存
の
福
祉
施
設
を

図
書
館
に
し
て
い
る
。

答

庁
舎
の
総
床
面
積
の
内

１
︐２
６
０
㎡
が
可
能
だ
が
︑

開
架
を
３
段
な
ど
に
抑
え
た

場
合
︑
図
書
ス
ペ
ー
ス
が
不

足
す
る
︒

問

検
討
委
の
報
告
書
も
外

部
の
検
証
報
告
も
庁
舎
の
場

合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
町
民
の

思
い
の
大
き
い
﹁
広
す
ぎ
る

庁
舎
の
有
効
活
用
﹂
や
庁
舎

周
辺
は
年
間

万
人
以
上
の

30

人
が
行
き
来
す
る
利
便
性
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
は
検
証
し
て

な
い
の
か
。

答

か
ね
て
か
ら
庁
舎
有
効

活
用
の
考
え
を
持
っ
て
い
た

が
︑
様
々
な
制
約
が
あ
り
庁

舎
は
無
理
と
判
断
し
た
︒

歴
史
民
俗
資
料
館
を
庁
舎

へ問

町
長
は
町
民
と
の
意
見

問

図
書
館
が
庁
舎
で
で
き

な
い
理
由
と
根
拠
を
示
せ
。

答

第
１
に
事
務
所
と
し
て

の
庁
舎
は
図
書
館
に
ふ
さ
わ

し
い
環
境
と
機
能
が
な
い
︒

第
２
に
現
庁
舎
の
床
荷
重
は

事
務
所
床
の
設
計
で
あ
り
︑

図
書
館
の
床
荷
重
に
は
不
足

し
利
用
困
難
で
あ
る
︒
こ
の

検
証
は
﹁
佐
賀
県
建
設
技
術

支
援
機
構
﹂
で
あ
り
︑
文
部

科
学
省
の
指
針
を
根
拠
と
し

て
い
る
︒
第
３
に
庁
舎
１
階

を
図
書
館
と
し
た
場
合
︑
役

場
の
配
置
や
来
庁
舎
の
歩
行

動
線
︑
開
館
時
間
な
ど
行
政

機
能
に
支
障
が
出
る
こ
と
な

ど
を
考
え
て
庁
舎
は
無
理
と

判
断
し
た
︒

問

建
築
基
準
法
に
基
づ
き

荷
重
を
１
㎡
あ
た
り
３
０
０

キ
ロ
以
内
に
な
る
よ
う
開
架

を
工
夫
す
れ
ば
、
床
や
地
下

交
換
会
で
民
俗
資
料
館
の
庁

舎
移
転
に
も
言
及
し
た
。
思

い
付
き
だ
っ
た
の
か
。

答

思
い
付
き
で
は
な
い
︒

庁
舎
で
は
歴
史
資
料
の
管

理
︑
保
存
に
問
題
が
あ
る
︒

問

中
央
公
園
案
は
最
大
１

１
０
０
㎡
の
制
約
が
あ
り
、

併
設
す
れ
ば
、
本
来
の
図
書

館
と
し
て
の
ス
ペ
ー
ス
が
不

足
す
る
の
で
は
な
い
か

答

歴
史
資
料
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
的
な
も
の
を
考
え
て
い

る
︒
収
蔵
物
は
今
の
図
書
館

に
保
管
で
き
る
︒

要
望

図
書
館
併
設
な
ら
︑

完
成
は
平
成

年
３
月
予
定
︒

28

そ
れ
ま
で
に
基
肄
城
１
３
５

０
年
祭
も
あ
る
︒
貴
重
な
歴

史
資
料
が
野
外
に
保
管
さ
れ

て
い
る
︒
庁
舎
の
有
効
活
用

の
点
か
ら
も
再
考
を
求
め
る
︒

図
書
館
が
庁
舎
で
で
き
な
い

理
由
と
根
拠
を
質
す

後
藤

信
八
議
員

▲移転が待たれる図書館と野外保管資料

▲大量に搬入された土砂
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問

北
部
公
園
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
を
公
園
利
用
の
人
の

駐
車
目
的
と
は
別
に
、
駐
車

し
て
い
る
車
が
あ
る
状
況
を

ど
う
考
え
る
の
か
。

答

利
用
者
以
外
の
人
が
夜

間
駐
車
し
て
い
る
の
で
︑
現

状
を
調
査
し
目
的
外
の
駐
車

に
対
し
て
は
指
導
し
て
い

く
︒

問

自
動
車
の
保
管
場
所
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
の
違

反
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

車
両
が
け
や
き
台
の
外
周
道

路
に
多
く
駐
車
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
車
両
数
の
把
握
を

し
て
い
る
か
。

答

白
坂
久
保
田
２
号
線
に

夜
間
駐
車
さ
れ
て
い
る
車
両

は
︑

台
か
ら

台
で
あ
り
︑

10

15

そ
の
半
数
が
常
習
車
両
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
︒

問

博
多
駅
周
辺
で
道
路
を

有
料
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利

用
し
て
い
る
場
所
が
あ
る

が
、
こ
う
い
う
利
用
の
仕
方

は
基
山
町
で
も
可
能
か
。

答

交
通
量
が
過
密
で
業
務

目
的
等
や
む
を
得
ず
短
時
間

で
駐
車
す
る
人
へ
の
対
応

で
︑
本
町
の
場
合
は
そ
の
目

的
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
︒

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
具

体
的
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答

メ
リ
ッ
ト
は
︑
民
間
事

業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
活
力
を

利
用
し
施
設
管
理
に
お
け
る

効
率
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
︑
経
費
の
節
減
が
あ
げ

ら
れ
る
︒
デ
メ
リ
ッ
ト
は
︑

指
定
管
理
上
で
の
手
続
等
に

係
る
事
務
作
業
の
負
担
が
あ

り
︑
ま
た
管
理
施
設
に
対
し

て
の
町
職
員
の
知
識
が
徐
々

に
希
薄
に
な
っ
て
い
く
恐
れ

も
考
え
ら
れ
る
︒

問

施
設
の
利
用
料
金
は
こ

の
ま
ま
か
。
見
直
し
を
す
る

な
ら
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
。

答

財
政
課
で
町
有
施
設
全

般
に
お
け
る
使
用
料
等
の
考

え
方
を
検
討
し
て
い
る
︒
今

後
︑
そ
れ
に
よ
り
出
さ
れ
る

使
用
料
手
数
料
見
直
し
基
本

方
針
に
基
づ
き
利
用
料
金
を

検
討
し
て
い
く
予
定
︒

問

平
成

年
度
の
体
育
館

24

利
用
の
団
体
の
数
と
１
カ
月

平
均
の
利
用
者
数
は
。

答

ア
リ
ー
ナ
で
１
０
９
団

体
︑
武
道
館
約

団
体
︒
利

25

用
者
数
は
︑
ア
リ
ー
ナ
５
︐

４
１
６
人
︑
武
道
館
４
︐
４

９
６
人
︒

問

路
上
駐
車
へ
の
対
応
は

答

現
状
調
査
し
指
導
の
方
向
へ

牧
薗

綾
子
議
員

問

今
後
の
工
程
は
。

答

月
ま
で
に
基
本
構
想

11

を
決
定
し
︑
平
成

年
度
に

26

設
計
･建
設
工
事
を
行
う
︒平

成

年
３
月
完
成
を
目
指
す
︒

28
問

建
設
規
模
と
概
算
は
決

定
し
た
の
か
。

答

現
段
階
で
は
答
え
ら
れ

な
い
︒

要
望

基
山
町
の
規
模
に

マ
ッ
チ
し
た
図
書
館
に
す
る

た
め
に
も
予
算
上
限
を
決
め

る
べ
き
だ
︒

町
道
﹁
白
坂
久
保
田
２
号

線
﹂
延
伸
問
題

問

け
や
き
台
住
民
の
不
安

を
解
消
す
る
方
策
は
。

答

事
故
や
騒
音
問
題
は
予

想
で
き
る
事
案
で
︑
理
解
頂

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
︒

問

説
明
不
足
だ
。
事
故
や

騒
音
問
題
に
対
し
て
の
具
体

的
解
決
策
を
提
示
す
べ
き
。

問

｢
中
央
公
園
内
に
建
設

を
決
定
﹂
と
表
明
さ
れ
た
が
、

下
校
時
の
図
書
館
利
用
は
。

答

ま
っ
す
ぐ
帰
宅
す
る
こ

と
を
基
本
的
に
指
導
し
︑
下

校
時
の
利
用
は
保
護
者
と
の

待
ち
合
わ
せ
や
緊
急
時
の
立

ち
寄
り
等
を
考
え
て
い
る
︒

問

学
校
の
す
ぐ
前
で
、
下

校
時
に
利
用
し
た
い
と
い
う

意
見
が
出
る
の
で
は
。

答

授
業
の
一
環
で
の
利
用

や
︑
集
団
で
の
利
用
は
考
え

ら
れ
る
︒

問

財
源
の
見
通
し
は
。

答

国
庫
補
助
を
県
と
協
議

し
て
い
る
︒
残
り
は
起
債
と

基
金
で
ま
か
な
う
︒
町
債
償

還
の
ピ
ー
ク
も
す
ぎ
︑
乗
り

切
れ
る
︒

問

新
図
書
館
の
完
成
見
込
み
は

答

年
３
月
を
目
指
す

28

重
松

一
徳
議
員

答

充
分
検
討
し
た
い
︒

問

町
道
延
伸
で
土
取
り
し

た
跡
地
の
有
効
活
用
は
。

答

工
事
影
響
部
分
の
み
掘

削
し
て
︑
あ
と
は
残
す
︒

要
望

駐
車
場
不
足
の
声
が

あ
る
︒
町
道
延
長
予
定
の
右

側
緑
地
は
土
取
り
し
て
︑
駐

車
場
整
備
を
要
望
す
る
︒

問

町
道
延
伸
の
経
済
的
波

及
効
果
は
あ
る
の
か
。

答

今
後
様
々
な
土
地
有
効

活
用
は
検
討
す
る
︒

要
望

基
山
町
は
町
道
を
整

備
し
︑
団
地
開
発
や
工
場
誘

致
を
行
い
︑発
展
し
て
き
た
︒

そ
の
前
提
は
相
互
理
解
だ
︒

地
元
の
理
解
を
得
る
努
力
を

続
け
て
ほ
し
い
︒

▲けやき台外周道路の路上駐車

町
民
会
館
及
び
体
育
施
設

の
指
定
管
理
者
制
度

問

施
設
運
営
に
お
い
て
、

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
メ

新図書館等建設工程表（案）

平成25年11月までに 基本構想策定

基本設計業者選定

平成26年３月までに 基本設計作成

平成26年度に 実施設計をおこなう

その後 建設工事をおこなう

平成28年３月 完成を目指す
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立
候
補
は
困
難
で
あ
る
︒

問

町
営
球
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
駐
車
場
近
隣
の
土

地
開
発
を
し
て
誘
致
で
き
な

い
か
。

答

現
在
の
と
こ
ろ
難
し
い
︒

問

小
郡
市
が
立
候
補
予
定

だ
が
地
域
連
携
で
き
な
い

か
。
ま
た
基
山
町
は
小
郡
よ

り
ド
ー
ム
に
近
い
、
選
手
療

養
が
で
き
る
温
泉
も
あ
る
。

宿
舎
だ
け
で
も
基
山
町
に
誘

致
で
き
な
い
の
か
。

答

小
郡
市
に
話
を
す
る
こ

と
は
可
能
︒

認
知
症
の
方
、
家
族
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り

問

認
知
症
に
対
す
る
指
針

を
示
せ
。

答

平
成

年
３
月

日
現

25

31

在
で
︑
要
介
護
支
援
認
定
者

７
４
６
名
中
３
８
４
名
︒
基

山
町
独
自
の
指
針
は
な
い

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

フ
ァ
ー
ム
誘
致

問

立
候
補
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
。

答

誘
致
す
れ
ば
シ
ー
ズ
ン

中
半
年
程
度
は
︑
週
末
に
３

千
人
程
度
の
来
客
は
期
待
で

き
る
が
︑
経
済
効
果
に
つ
い

て
は
現
在
判
断
材
料
は
な

い
︒
青
少
年
の
健
全
育
成
に

つ
い
て
は
プ
ロ
野
球
選
手
が

近
く
に
い
る
わ
け
な
の
で
︑

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
つ
な
ぐ

に
は
良
い
機
会
と
な
る
︒

問

立
候
補
す
る
こ
と
は
考

慮
で
き
な
い
か
。

答

誘
致
の
条
件
と
し
て
︑

４
～
５

の
あ
る
程
度
の
造

ha

成
さ
れ
た
土
地
が
必
要
と
な

る
が
︑
基
山
町
で
は
現
在
こ

の
よ
う
な
土
地
が
な
い
の
で

が
︑
国
の
﹁
認
知
症
施
策
推

進
５
か
年
計
画
﹂
に
基
づ
き

鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村
圏
組

合
と
連
携
し
推
進
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
︒

問

徘
徊
、
買
い
物
が
困
難

で
あ
る
た
め
地
域
の
見
守
り

が
必
要
で
あ
る
。
地
域
連
携

の
面
で
の
取
り
組
み
、
計
画

を
示
せ
。

答

認
知
症
の
方
や
家
族
を

支
え
る
第
１
歩
は
︑
認
知
症

に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
だ

と
思
う
︒
そ
の
た
め
に
ま
ず

理
解
者
を
増
や
す
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
︒
そ
こ
で
現
在

実
施
し
て
い
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
今
後

と
も
継
続
し
て
実
施
し
︑
サ

ポ
ー
タ
ー
数
を
増
や
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒

問

ホ
ー
ク
ス
フ
ァ
ー
ム
誘
致
可
能
か

答

現
在
土
地
が
な
い
た
め
困
難

神
前

輔
行
議
員

▲認知症サポーターの証

理
す
る
の
で
は
な
く
、
一
元

的
な
管
理
主
体
が
必
要
。
基

本
方
針
、
除
去
計
画
な
ど
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推

進
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

長
寿
命
化
計
画
の
策
定

に
取
り
組
み
始
め
た
ば
か
り

で
︑
順
序
を
経
て
研
究
し
た

い
︒

基
肄い

城
保
存
整
備
計
画
の

見
直
し
検
討
は

問

平
成
５
年
に
策
定
さ
れ

た
計
画
は
見
直
す
の
か
。

答

社
会
的
価
値
観
や
史
跡

保
存
整
備
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

並
び
に
整
備
手
法
等
は
か
な

り
変
化
し
て
き
た
た
め
︑
見

直
し
は
必
要
だ
と
考
え
る
︒

佐
賀
県
・
文
化
庁
と
と
も
に

現
在
も
協
議
し
て
い
る
︒

問

構
築
物
等
の
復
元
は
維

持
管
理
等
も
含
め
、
困
難
だ

と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
Ａ
Ｒ

バ
ー
チ
ャ
ル
技
術
を
駆
使
し

た
取
り
組
み
の
検
討
を
。

問

基
山
町
に
は

施
設
１

39

４
７
棟
の
う
ち

年
以
上
の

30

棟
数
が

％
を
超
え
る
が
。

45

答

特
定
の
建
物
は
理
解
し

て
い
た
が
︑
高
度
成
長
期
に

一
気
に
建
て
ら
れ
た
結
果
︒

問

施
設
整
備
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
つ
い
て
各
種
整
備
計

画
は
あ
る
の
か
。

答

具
体
的
に
策
定
し
て
い

る
整
備
計
画
は
︑
現
在
の
と

こ
ろ
な
い
︒

問

年
以
上
の
建
物
を
一

30

斉
に
大
規
模
修
繕
や
建
て
替

え
、
設
備
機
器
の
更
新
な
ど

し
た
場
合
、
概
算
で
い
く
ら

く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答

現
在
の
と
こ
ろ
︑
把
握

し
て
い
な
い
︒

問

バ
ラ
バ
ラ
の
所
管
が
管

問

資
産
(
施
設
)
管
理
の
方
向
性
は

答

対
処
法
的
か
ら
計
画
的
に

久
保
山
義
明
議
員

答

福
岡
城
趾
の
バ
ー
チ
ャ

ル
周
遊
な
ど
︑
町
長
︑
教
育

委
員
会
で
視
察
す
る
︒

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
三

法
で
ど
う
変
わ
る

問

地
域
子
ど
も
･
子
育
て

支

援

事

業

計

画

の

ス

ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

ニ
ー
ズ
調
査
︑
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
の
設
立
︑

支
援
事
業
計
画
の
策
定
な

ど
︒
学
童
保
育
は
︑
定
数
見

直
し
は
考
え
て
い
な
い
が
︑

超
過
し
て
も
受
け
入
れ
た

い
︒
常
勤
指
導
員
は
予
定
し

て
い
な
い
︒

▲AR技術により浮かび上がる福岡城趾

※
Ａ
Ｒ
︵
オ
ー
グ
メ
ン
テ
ッ

ド
・
リ
ア
リ
テ
ィ
︶
と
は

拡
張
現
実
と
も
言
わ
れ
︑

人
が
知
覚
す
る
現
実
の
環

境
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

り
拡
張
す
る
こ
と
︒



平成25年９月 16

ら
し
の
人
は
日
々
生
き
る
こ

と
へ
の
不
安
を
抱
え
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個

別
の
課
題
把
握
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。

答

地
域
の
問
題
点
を
地
域

で
検
討
す
る
体
制
づ
く
り

と
︑
そ
れ
を
町
が
把
握
す
る

体
制
づ
く
り
や
個
別
の
ニ
ー

ズ
調
査
を
行
う
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
︒

問

｢
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
﹂
で
は
第
４
章
の
﹁
協
働

の
仕
組
み
﹂
が
あ
る
。
地
域

で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
ど
う
進
め
て
い
け
ば
い
い

か
示
し
て
ほ
し
い
。

答

ま
ず
地
域
の
人
た
ち
が

高
い
高
齢
化
に
つ
い
て
共
通

認
識
を
持
つ
こ
と
︒
そ
し
て

﹁
地
域
福
祉
計
画
﹂
に
基
づ

い
て
地
域
で
の
取
り
組
み
を

す
る
と
き
に
︑
行
政
は
﹁
ま

ち
づ
く
り
基
金
﹂
で
応
援
す

る
︒
そ
の
取
り
組
み
は
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必
要
と

問

全
国
的
に
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
高
齢
者
福
祉
を

行
政
ま
か
せ
に
せ
ず
、
地
域

で
出
来
る
こ
と
は
地
域
で
担

う
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
高
齢
化
率
を
示
せ
。

答

左
記
の
表
の
通
り
︒

問

基
山
町
で
は
最
も

区
10

の
高
齢
化
率
が
高
い
。
平
成

年
は

％
を
超
え
る
と
思

32

50

う
。
高
齢
者
世
帯
や
独
り
ぐ

問

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は

答

ま
ず
地
域
の
共
通
認
識
を
も
っ
て

大
山

勝
代
議
員

の
思
い
を
持
っ
た
人
が
率
先

し
て
動
き
だ
す
こ
と
か
ら
始

ま
る
︒

問

そ
の
解
決
の
た
め
に
地

域
担
当
職
員
と
ど
う
連
携
す

れ
ば
い
い
か
。

答

地
域
担
当
職
員
は
各
地

区
の
自
治
会
が
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
を
企
画
す
る
と
き
に

支
援
を
行
う
も
の
︒
地
域
が

﹁
高
齢
者
が
安
心
し
て
く
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
﹂
を
考
え

る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
︑

い
つ
で
も
計
画
づ
く
り
を
支

援
す
る
︒

問

平
成

年
度
よ
り
用
地

17

取
得
、
物
件
補
償
等
が
進
め

ら
れ
８
年
が
経
過
し
て
い
る

の
に
、
公
園
内
の
既
存
の
茶

畑
を
茶
摘
み
体
験
等
、
実
施

を
し
な
い
の
か
。

答

学
習
体
験
の
実
施
は
︑

来
年
５
月
連
休
前
後
よ
り
︑

茶
部
会
の
協
力
を
頂
き
各
小

学
校
で
実
施
し
た
い
︒

問

菖
蒲
坂
た
め
池
周
辺
公

園
の
今
後
の
整
備
計
画
は
。

ま
た
、
完
成
時
期
は
。

答

今
年
度
が
照
明
灯
︑
施

設
整
備
工
事
で
事
業
費
４
千

９
百
万
円
︑
平
成

年
度
が

26

施
設
整
備
工
事
で
事
業
費
２

千
６
百
万
円
で
︑
平
成

年
26

度
完
成
の
予
定
︒

問

駐
車
場
は
多
目
的
に
使

え
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と

い
う
多
く
の
町
民
の
意
見

だ
っ
た
が
、
見
直
し
は
し
た

の
か
。

答

多
目
的
に
使
え
る
よ
う

問

基
山
町
総
合
公
園
整
備

計
画
は
、
平
成
２
年
よ
り
進

め
ら
れ
て
来
た
が
、
今
日
ま

で
の
事
業
概
要
を
示
せ
。

答

事
業
は
︑
用
地
取
得
︑

物
件
補
償
︑
公
園
設
計
︑
造

成
工
事
︑
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

工
事
︑
体
育
館
︑
武
道
場
等

建
設
関
連
工
事
︑
水
辺
広
場

整
備
工
事
等
で
総
額
約

億
55

円
の
整
備
と
な
る
︒

問

菖
蒲
坂
た
め
池
周
辺
公

園
の
整
備
計
画
の
概
要
は
。

答

事
業
の
目
的
は
菖
蒲
坂

た
め
池
を
核
と
し
︑
芝
生
広

場
︑
既
存
の
茶
畑
を
生
か
し

た
農
業
体
験
の
場
︑
利
用
者

に
十
分
対
応
で
き
る
駐
車
場

を
配
置
し
︑
町
民
の
世
代
間

交
流
及
び
小
学
生
の
学
習
体

験
等
で
あ
る
︒

問

公
園
茶
畑
を
学
習
体
験
に
生
か
せ

答

来
年
度
よ
り
各
小
学
校
で
実
施

林

博
文
議
員

緑
化
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
使
用
し
︑

修
正
を
含
め
て
実
施
す
る
︒

荒
廃
森
林
再
生
事
業

問

森
林
環
境
税
を
利
用
し

て
、
荒
廃
森
林
再
生
事
業
が

基
山
町
で
平
成

年
度
か
ら

25

年
度
ま
で
実
施
さ
れ
る
事

29業
の
内
容
は
。

答

５
カ
年
間
で
針
葉
樹
と

広
葉
樹
が
混
じ
り
合
っ
た
災

害
に
強
い
針
広
混
交
林
に
誘

導
す
る
た
め
︑
県
が
森
林
所

有
者
に
代
わ
っ
て
間
伐
︑
整

備
を
行
う
事
業
︒

問

こ
の
事
業
の
実
施
は
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答

町
内
を
宮
浦
地
区
︑
小

倉
地
区
︑
園
部
地
区
に
分
け

森
林
所
有
者
に
対
し
て
事
業

説
明
会
を
行
い
︑
協
定
書
を

取
り
ま
と
め
て
実
施
す
る
︒

▲活用が待たれる菖蒲坂ため池
周辺公園の茶畑

1/17順 位

25.7

佐賀県

33.3

15/20

24.4

基山町

38.124.7H24(％)

10区国

−28.5H32(％) 30.7

26/47

高齢化率―そこに住む人のうち
65歳以上の人の割合

▲サロン活動 10区の食事づくり

学
校
の
多
忙
化
解
消
策
は

問

超
勤
縮
減
・
年
休
取
得

促
進
に
何
が
で
き
る
か
。

答

業
務
見
直
し
等
︑
引
き

続
き
行
う
よ
う
指
導
す
る
︒
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平
成

年

月
基
山
町
議
会
定
例
会
会
期
日
程
(

案
︶

25

12
本
会
議

火

17

常
任
委
員
会
︵
調
整
︶

委
員
会

月

16

12

曜
日

議
事
内
容

月

備

考

日

水

911

委
員
長
報
告
・
討
論
採
決

休
会

土

14 10

休
会

一
般
質
問

日

15

本
会
議

本
会
議

木

一
般
質
問

本
会
議

月

12

常
任
委
員
会

委
員
会

金 火

13

一
般
質
問

議
案
審
議
・
委
員
会
付
託

本
会
議

会
期
決
定
・
提
案
理
由
説
明
等

議長交際費の公表（平成25年７月〜９月）議長交際費の公表（平成25年７月〜９月）

被爆68周年原水爆禁止世界大会5,000

411,000

賛助

2

8/10 日韓親善少年柔道大会歓迎レセプション6,000会費

19,940

支出の相手方及び行事名等支出金額(円)

累計額

支出種別

累計件数合計額合計件数

議
案
の
内
容
は
︑
現
在
の
パ
ソ
コ
ン
の
老
朽

化
等
に
伴
い
︑
新
た
に
パ
ソ
コ
ン

台
と
サ
ー

41

バ
本
体
２
機
︑
Ａ
３
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
１

台
︑
学
習
用
ソ
フ
ト
と
設
置
工
事
等
で
予
定
価

格
１
︐

２
９
６
万
円
︵
消
費
税
含
ま
ず
︶
を
公

募
型
入
札
で
落
札
業
者
と
の
契
約
に
つ
い
て

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
︒

議
会
で
否
決
し
た
理
由
は
主
に
３
点

第
１
点
は
︑
予
定
価
格
が
高
す
ぎ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
議
員
の
質
問
に
対
し
て
︑
専
門

的
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
を
有
す
る
職
員
が
い
な

い
︒
業
者
に
仕
様
書
を
作
成
し
て
も
ら
い
︑
そ

の
業
者
は
入
札
に
も
参
加
し
て
い
る
︒
予
定

価
格
は
適
正
と
思
っ
て
い
る
︑
と
の
回
答
だ
っ

た
︒
し
か
し
︑
仕
様
書
の
内
容
に
不
明
な
点
も

多
く
︑
予
定
価
格
に
多
く
の
疑
義
が
あ
っ
た
︒

第
２
点
は
︑
佐
賀
県
が
推
進
し
て
い
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
と
の
整
合
性
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
と
の
質
問
に
直
接
関
連
は
な
い
と
の
答
弁
︒

今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
見
越
し
た
機
種
選
定
や

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
要
求
を
し
た
︒

第
３
点
は
︑
入
札
が
適
正
に
行
わ
れ
た
の
か

と
い
う
点
︒
公
募
型
指
名
競
争
入
札
で
あ
り

な
が
ら
︑
予
定
価
格
を
下
回
っ
た
の
が
︑
参
加

業
者
５
社
の
う
ち
１
社
で
︑
落
札
率

％
は
高

98

い
の
で
は
と
い
う
問
い
に
︑
適
正
に
入
札
は

行
っ
た
と
の
回
答
だ
っ
た
︒
参
加
業
者
へ
の

入
札
見
積
も
り
の
聞
き
取
り
も
さ
れ
て
お
ら

ず
︑
多
く
の
疑
義
が
あ
っ
た
︒

以
上
の
３
点
を
主
な
理
由
に
︑
全
議
員
で
議

案
を
否
決
し
た
︒

そ
の
後
の
︑
全
員
協
議
会
で
︑
仕
様
書
の
再

点
検
や
︑
パ
ソ
コ
ン
取
り
扱
い
地
元
業
者
か
ら

意
見
を
伺
い
︑
来
年
４
月
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン
教

室
用
パ
ソ
コ
ン
の
取
得
の
た
め
の
入
札
を
行

う
こ
と
の
説
明
を
受
け
た
︒

７
月

日
、
第
２
回
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

30

議
案
は
、
基
山
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
教
室
用
パ
ソ
コ
ン
等
の
取
得
に
つ
い
て
﹂
１
，

３
４
４
万

円
の
購
入
額
の
契
約
を
議
会
の
議
決
に
諮
る
議
案
だ
っ
た
。

基
山
町
は
﹁
予
定
価
格
７
０
０
万
円
以
上
の
不
動
産
若
し
く
は
動
産
の
買
い
入
れ
は
議
会

の
議
決
に
付
す
べ
き
﹂
と
し
て
い
る
。

議
会
は
慎
重
に
審
議
を
行
い
、
以
下
の
点
を
留
意
し
て
全
議
員
が
否
決
し
た
。

基
山
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
購
入
契
約
、
全
議
員
が
否
決
︵
第
２
回
臨
時
会
)

中学校のパソコン教室
平成19年３月に購入したパソコン

▲日韓親善少年柔道大会

全
日
程
傍
聴
が
で
き
ま
す

議
場
は
役
場
４
階
で
す
︵
車
椅
子
席
も
あ
り
ま
す
︶
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終了後、アンケートを書いていただきましたが、40人に提出いただき

ました。「良かった」「おおむね良かった」と28人に評価をいただきまし

た。

初めての開催で議会としては全体的に成功だったと感じました。

自由記述欄に率直なご意見を書いていただき、ありがとうございま

した。今後の議会運営に生かしていきます。

今後の課題として

・全体的に参加者をどう増やすか。

・女性・若い世代に来ていただくためのPRをどうするか。

・開催場所、時期、回数など検討する必要がある。

・事前にテーマを絞って実施することも検討する。

報告会で質問にお答えした内容

３月議会でオリーブ栽培での農業活性化が

提案されたが、委員会は現地視察したのか。

一般質問での執行部の「検討します」という

答えに対しその後フォローがされていない。

質問に対する答弁の仕方に時間の無駄がある。

図書館建設の説明責任を議会として求めて

もらいたい。

日渡・長野線の延伸計画の最終決定はいつ

か。

｢きやまん議会」という名前はいいので、定

着させてはどうか。

基山町の老人クラブは佐賀県で一番少ない。

老人福祉について勉強会を開いて欲しい。

町民からの様々な提案に対し、議員も政治

家としての決断を下し、動かして頂きたい。

役場に行った時の職員の対応が良くない。

話をしづらい。

子どもたちの通学路なので、川に蓋をして

ほしいと要望したが保留のままになってい

る。

けやきの剪定は景観も含めて考えて欲しい。

議会や意見交換会などでの執行部の答弁に

知識のなさを感じる。

子どもへの防犯の対応が各区バラバラなの

で、全体として考えるべきである。

区で出前講座を行うが、町長が直接出向く

熱意がない。協働の定着に町長が率先を。

質 問

賛否両論があり、対応は難しい。

（町の回答）農業用水路を兼ねており、水利権者の

同意等が必要であるため、現時点では、改修は考え

ていない。しかし、上流側が市街化区域であり、将

来宅地開発が見込まれており、現在の水路幅でよ

いか検討が必要であると考えている。

議会から町へ伝える。

要望としてお聞きした。

17の区のうち、役員を出すのが難しいという理由

で、半分くらいしか加入していないが、現状はサロ

ンなどで活動されている。

今回の報告会をアピールするためにつけたもの。

正式名称にオーソライズするものではない。

請願に全議員一致で可決したことで、調査費が計

上された。提案３案のどれか、今年中に決定した

いとの説明を受けている。

議会は図書館建設について政策勉強会をした問題

点も町に指摘している。議員個々でなく、まとまっ

て政策協議できればと思っている。

以前と比べ、執行部は自席で答えているので、それ

はないと思う。

｢検討します」と答えた内容に対しては全員協議会

の中で回答を求めている。

委員会としては視察していない。議員個人として

やっていく。

傍聴規則ではその行為はヤジ、怒号を認めることにな

るので認めていない。傍聴規則の見直しはする。

一般質問は議員の義務ではないので議会として束

縛できない。

回 答

一般質問の内容が事前に執行部に聞けば教

えられる内容が多い。一般質問しない議員

がいたが、個人の事情か。

傍聴者が質問者への拍手やいい、悪いとい

うような発言はできないのか。

（町の回答）今後、協働のまちづくりがテーマの出

前講座には、要請があればできる限り出席したい

と考えている。

（町の回答）自発的に活動をされているので、それ

ぞれの活動を尊重しながら、町全体としてできる

ことがあれば、対応したいと考えている。

議会から町に伝える。
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きやまん議会と語ろう！ 第１回議会報告会まとめ

７月26日㈮基山町議会として初めての「議会報告会」を町民会館小ホールで開催しました。参加者58人、議員・

事務局15人。町民の皆さんにその内容と終了後の感想、今後の課題を

ご紹介します。

内 容

・はじめに、議会から「議会の役割と権限」「議会の審議の流れ」「これ

までの議会改革の取組み」「常任委員会の所管事務の紹介」「６月議会

での主な事案」について報告しました。

・後半は延べ11人から質問・意見が出されました。18ページはその要

旨と回答です。

参加された方、ありがとうございました

参加者：58人 アンケート回収数：40 性別：男 27人 女 10人

年 代：50代 3人 60代 18人 70代 13人 80代 2人

１ この会の開催は何でお知りになりましたか。

議会だより 広報きやま ホームページ 回覧板 議員・知人から その他

13人 10人 1人 6人 23人 2人

２ 内容について

良かった おおむね良かった ふつう 不満足

10人 18人 4人 0人

３・４・５の質問については記述されたものを抜粋しています。

３ 資料、説明のしかた、質疑に対する答え、時間配分など気付きがあればお書きください。

・1回目にしては概ね内容も進行も良かった。

・説明が早口で聞き取りにくかった。

・意見交換の時間が充分とられていて、発言も多く出て良かった。

４ 今後も議会報告会を計画していますが、どのような内容を希望されますか。

・年に数回継続して開いてほしい。

・まず今回出された事がらの回答を早く知らせてほしい。

・町の課題である人口減対策、高齢者対策、白坂久保田2号線、合併問題。まちづくり等テーマを絞った

報告会を。

・議会で焦点になっていること、審議内容を報告して頂きたい。

５ 本日の感想や議会に対するご意見・ご提言をご記入ください。

・第1回の開催ご苦労さまでした。今後も継続されることを期待します。

・次回は基山町の将来にあるべき姿を一人ひとり語って貰いたい。

・今後休日議会に加えて、子ども議会・夜間議会も検討してほしい。

・初めての出席で、住民の考えがいろいろで勉強になった。

・図書館建設を早く実行してもらいたい。

※町への意見

・「きやまん」のファンです。駅や庁舎に人形があるわけでもないし、ゆるキャラのＰＲをして。

・専門家を呼んで町の職員の勉強会を。

・行政に対する不満がある。町政のあり方を検討願いたい。

議会報告会アンケート集約結果
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９
区

木

原

賢

治

一
般
質
問
を

日
に
傍
聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
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議
員
の
方
々
の
熱
心
な
質
疑
、
そ
れ
に
対
す
る
執
行
部
の

真
剣
な
答
弁
、
双
方
と
も
事
前
に
十
分
な
調
査
と
勉
強
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

以
前
に
も
時
々
議
会
傍
聴
の
機
会
に
恵
ま
れ
て
足
を
運
び

ま
し
た
が
、
あ
の
頃
︵
７
年
位
前
︶
は
議
場
が
熱
気
に
満
ち
、

も
う
少
し
迫
力
の
あ
る
質
疑
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
穏
便
に
和
や
か
な
質
問
、
そ
し
て
答
弁
、
そ
れ
が
決
し

て
悪
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
傍
聴
席
に
て
聞
い
て
い
ま
す

と
、
た
だ
淡
々
と
し
て
時
間
が
過
ぎ
て
い
る
よ
う
な
一
面
を

感
じ
ま
す
。
国
会
の
よ
う
に
と
は
申
し
ま
せ
ん
が
、
も
う
少

し
威
勢
よ
く
感
情
の
こ
も
っ
た
態
度
の
や
り
と
り
の
方
が
、

見
応
え
の
あ
る
議
会
で
は
⋮
。
久
し
ぶ
り
の
議
会
傍
聴
で
私

の
目
が
少
し
狂
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
日
の
傍
聴
席
は

人
足
ら
ず
の
人
数
で
し
た
が
、
こ
れ

10

も
少
し
淋
し
い
気
が
い
た
し
ま
す
。
基
山
町
発
展
の
た
め
、

ま
た
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
議
会
と
行
政
が
一
丸
と
な
り
、

毎
日
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
様
子
を
議
会
の
傍
聴
で
１
人
で
も

多
く
の
町
民
に
解
っ
て
貰
い
た
い
も
の
で
す
。
現
在
、
基
山

町
で
は
﹁
協
働
の
町
づ
く
り
﹂、
ま
た
議
会
も
﹁
開
か
れ
た
議

会
﹂
の
方
針
で
大
勢
の
町
民
の
傍
聴
を
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
町
民
も
町
の
方
針
に
沿
っ
て
明
る
く
希
望
に
満
ち

た
基
山
町
づ
く
り
に
、
多
く
の
町
民
が
関
心
を
持
ち
、
議
会

傍
聴
を
す
る
こ
と
に
よ
り
少
し
で
も
協
働
の
町
づ
く
り
に
参

画
す
る
こ
と
の
一
環
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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区

勝

木

博

子
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東
日
本
大
震
災
よ
り
早
や
２
年
半
、
今
月
は
、
９
・

の
11

テ
ロ
も
あ
っ
た
月
で
す
。
ま
た
シ
リ
ア
の
紛
争
も
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
心
休
ま
る
こ
と
は
な
く
、
で
も
、
こ
う
し
て
日
々

を
心
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
多
く
の
方
々

の
よ
り
善
く
と
町
を
思
う
働
き
の
結
果
と
感
謝
せ
ず
に
は
い

議 会 傍 聴 記

ら
れ
ま
せ
ん
。

議
会
は
で
き
る
だ
け
傍
聴
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
何
せ
１
人

分
。
な
か
な
か
す
べ
て
を
と
い
う
わ

70

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
せ
め
て
そ
の
空
気
だ
け
で
も
感
じ

て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
７
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も

決
定
し
、
日
本
と
い
え
ば
﹁
富
士
山
﹂、
中
津
と
い
え
ば
﹁
か

ら
あ
げ
﹂、
熊
本
と
い
え
ば
﹁
く
ま
モ
ン
﹂。
そ
し
て
、
基
山

と
言
っ
た
ら
﹁
○
○
﹂
と
誰
に
で
も
即
答
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
も
の
が
あ
っ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
は
ど
こ
に

も
負
け
な
い
と
言
う
も
の
を
作
り
あ
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
更
な
る
精
進
を
お
願
い
し
ま

す
。最

後
に
傍
聴
席
の
あ
の
暑
さ
何
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
。
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外

歳

男

性
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縁
あ
っ
て
こ
の
３
年
間
ほ
ど
基
山
町
議
会
に
足
を
運
ん
で

き
た
。
休
日
議
会
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
録
画
中
継
、
来

場
者
が
傍
聴
し
や
す
い
よ
う
に
マ
イ
ク
を
交
換
し
た
り
、
閲

覧
用
の
議
案
書
を
置
い
た
り
⋮
。
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
配
慮

さ
れ
、
議
会
改
革
へ
の
熱
意
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
最
初
に
休
日
議
会
を
実
施
し
た

２
０
１
１
年

月
議
会
。
小
学
生
や
若
い
世
代
が
傍
聴
席
で

12

耳
を
傾
け
る
光
景
は
新
鮮
だ
っ
た
。
あ
と
は
、
足
を
運
ん
で

く
れ
た
傍
聴
者
が
﹁
ま
た
来
た
い
﹂﹁
基
山
の
こ
と
を
も
っ
と

知
り
た
い
﹂
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
ど
う
す
る
か
、
議
会

の
力
量
が
問
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。
執
行
部
か
ら

明
確
な
答
弁
が
な
か
っ
た
場
合
に
、
ど
う
詰
め
て
い
く
か
。

ま
た
、
町
政
に
関
す
る
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
提
案
を
議
会

側
か
ら
も
も
っ
と
聞
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

基
山
町
議
会
は
傍
聴
者
数
に
関
し
て
県
内
有
数
の
多
さ
で

あ
る
。
た
だ
、
数
だ
け
で
は
な
く
、
議
論
の
質
で
も
注
目
を

浴
び
る
よ
う
な
議
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
２
年
前
の
休
日
議

会
で
見
た
、
若
い
人
や
親
子
連
れ
で
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
光
景

が
当
た
り
前
に
な
る
よ
う
に
︱
。

編編編編編編編編編編

集集集集集集集集集集

後後後後後後後後後後

記記記記記記記記記記

編

集

後

記

編

集

後

記

朝
晩
の
冷
え
込
み
か
ら
、
冬
の
訪
れ

を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
開
か
れ
た

議
会
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
多
く

の
町
民
の
方
々
に
参
加
頂
い
た
議
会
報

告
会
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。

京
都
府
で
集
団
登
校
中
の
児
童
の
列

に
乗
用
車
が
突
っ
込
む
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
再
び

通
学
路
問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
公
立
小
学
校
の
通
学
路
に
は
交

通
安
全
面
で
対
策
が
必
要
な
危
険
箇
所

が
約

万
箇
所
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

6

し
た
。

基
山
町
で
も
い
つ
ど
こ
で
何
が
起
こ

る
の
か
が
分
か
ら
な
い
の
が
事
故
で

す
。
決
し
て
子
ど
も
た
ち
の
尊
い
命
が

危
険
に
お
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
危
険
箇
所
の
報
告
、
相
談
等
に
対

し
早
急
に
対
応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

︵
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